
▲新しい制服に求めることを発表する生徒たち

▲「子どものエネルギーに合わせて話を聞いてあげて」と訴える森さん

　８月22日、田川市民会館で「第８回田川市中学校生徒会
サミット」が開催され、市内全８校の中学校から生徒会の
代表者など25人が参加しました。今回は「私たちが考える、
新中学校の制服」をテーマに、各校が制服デザインのコンセ
プトなどを発表。生徒たちは、快適性や経済性に加え、性的
少数者への配慮などさまざまなアイデアに真剣に耳を傾けま
した。その後は、各校の生徒で混成した４班で協議が行われ、
テーマに沿った熱い議論が交わされました。議長を務めた中
央中学校の石

いしかわ

川愛
あ い な

那さんは『「機能性に加え、誰でも制服を
選び、自己表現を大切にすることができる」これが、私たち
が考える新しい制服のキーワードです』とまとめました。

　８月24日、田川市民会館で「子どもたちの心に寄りそう
講演会」が行われ、約50人が参加しました。
　講師を務めたのは、本市出身の森

もり

美
み か

加さん。平成18年に
長男をいじめによる自殺で亡くした経験を踏まえ、現在は大
切な人を亡くした人たちの声を聞き、寄り添う活動を全国で
行っています。森さんは「今、子どもたちに起きている現状
を知らなければ、次の命を守ることはできません。」と力強
く語りました。
　参加した奥

おくぞの

園寧
ね ね

々さん、大
おおつか

塚百
も も か

佳さん（いずれも田川高校
１年生）は「大切な人を亡くした人たちが、悲しみを共有し
合える場所が増えてほしい」と話しました。

新中学校の制服をテーマに意見交換

子どもたちの心に寄りそう講演会

田川市中学校生徒会サミット

今、私たちにできること

人権コラム： 「子どもたちの権利」を知っていますかVol.７
●問い合わせ
　人権・同和対策課（☎85-7133）

　子どもたちが１人の人間としての権利を保障されるためには、親だけではなく地域や
行政などすべての大人が協力し、権利を守ることが重要です。すべての子どもが健やか
に成長し、幸せに生きるために、あなたの力が必要です。

　すべての子どもは、健やかに成長するための権利を持っています。本年は、平成元年
に「こどもの権利条約」が採択されてから30年の節目です。この条約では、子どもの権
利を４つに分け、すべての子どもの権利を守るよう定めています。

人権・同和対策課のfacebook
ページを公開。本市が行う講演
会などの情報を掲載します。
気軽にアクセスしてください。

能力を十分に伸ばして
成長できるよう、医療
や教育、生活への支援
などを受け、友達と遊
んだりすること

すべての子ど
もの命が守ら
れること

暴力や搾取、
有害な労働な
どから守られ
ること

自由に意見を
表したり、団
体を作ったり
できること
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